
科目分類 基礎分野 学 年 ２年 担当教員の氏名・職名 

授  業 

科 目 名 

コミュニケーシ

ョン論Ⅱ（意思

疎通支援技法） 

学  期 前期 

中島君江（益田市障害者福祉センター

あゆみの里支援員） 
単 位 数 １ 

時 間 数 20 

目 的 

（ねらい） 

障がい者と障がいのない人との意思疎通を支援するための様々な技法について学

び、看護師として対象に応じたコミュニケーションを成立させられる能力を養う。 

目 標 
1．コミュニケーションが困難な人とのコミュニケーション方法が理解できる。 

2．さまざまな症状や障害に応じたコミュニケーション技法を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

回数 単元項目 内容      授業形態 
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医療現場におけるバリア

と合理的配慮 

 

 

 

 

聴覚障がいの種類と伝達

手段・コミュニケーション

技法（筆談・口話） 

 

 

 

コミュニケーション技法

（非言語的手段） 

盲ろう者について 

 

コミュニケーション技法

（手話①②） 

 

 

コミュニケーション技法

（手話③④） 

 

コミュニケーション技法

（手話⑤⑥） 

 

 

 

コミュニケーション技法

（手話⑦⑧） 

 

コミュニケーション技法

（手話⑨⑩） 

 

コミュニケーション技法

（手話⑪⑫） 

 

事例検討（①②） 

1） 様々なバリア 

聴覚障がい者の心理 

福祉制度・福祉サービス 

福祉機器 

聞こえない人との関わり方 

 

2） 聞こえと発語のメカニズム 

聴覚障がいの種類と聞こえの実

態 

筆談の方法とポイント 

口話の方法とポイント 

 

3） 非言語的手段の方法とポイント 

盲ろう者とは？伝達手段とは？ 

 

 

4） ロールプレイ 

手話の方法とポイント 

手話入門：あいさつ・名前 

 

5） 手話入門：家族・数字 

 

 

6） 手話入門：生活に関する表現 

味覚・嗜好・感情・気持ち・ 

様子を表す 

診療科・症状・疾患 

 

7） 手話入門：検査・処置 

手話応用：検査処置編 

 

8） 手話応用：診察編・入院受付編 

 

 

9） 手話応用：病室編・退院編 

 

 

10） グループ検討・個人検討 

講義 

 

 

 

 

 

講義/演習 

 

 

 

講義/演習 

 

 

 

演習 

 

 

演習 

 

 

演習 

 

 

演習 

 

 

演習 

 

 

演習 

 

 

演習 



 

教 科 書 

 わたしたちの手話学習辞典（一般財団法人 全日本ろうあ連盟）2600 円＋税 

 （案）聞こえない・聞こえにくい人と医療従事者が安心するために 

（益田市障害者福祉センター あゆみの里）○○円 

参考文献 

 医療の手話シリーズ①「手話で必見！医療のすべて（外来編）」：（発行：財団

法人全日本ろうあ連盟出版局） 2000 円＋税 

 すべての医療スタッフのための 使える！医療手話：（発行元：株式会社 学研

マーケティング） 2200 円＋税 

 知ってください盲ろうについて - 東京盲ろう者友の会 

http://www.tokyo-db.or.jp>document>sitte>sittekudasai4 

 医療で用いる「やさしい日本語」動画 

https://youtube.com/playlist?list=PLFwRLsRI_gpDgJMNrFIbkZJ13xU-DeWA8 

 順天堂大学が授業で「手話の病院」を初実施。ろう者が抱える困難を医学生が

体験（プレスリリース） 

URL：https://www.juntendo.ac.jp/news/20220801-02.html 

 医療機関における聴覚障害者の手話通訳支援に関する研究 平成 25 年度  

筑波大学大学院人間総合科学研究科 ヒューマン・ケア科学専攻 阿部 忍 

https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/32315/files/DA06754.pdf 

 

評価方法 【評価方法】定期試験（筆記・手話読取り・手話表現）100％ 

関連科目 看護学 コミュニケーション論Ⅰ 現代社会学  

自己学習に 

関する指針 

音声言語（日本語）が優先されている社会の中で、情報が入らないことや聞こえる

人と聞こえない人とのコミュニケーションにバリアがあることなどで、聞こえない

人・聞こえにくい人が日々感じている疎外感や生きづらさを知り、誰一人取り残さ

ない対応をする、一人一人の違いを受け止めた対応をしていく。 

その他の 

通知事項 
 

 


